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仙台市文化財調査報告書第180集

仙台市宮城地区大倉

遺跡範 囲確認調査報告書

―一大原・下倉地区土地改良総合整備事業関連遺跡調査一―

1994年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会



文序

仙台市内には、現在700ヵ 所余 りの遺跡が登録されていますが、そ

のうち宮城地域内には約150ヵ 所の遺跡が所在しております。しか

し、今回調査を行ないました大倉地区を含む西部地区ではこれまで

発掘調査例がなく、地区内の原始・古代の様子はあまり知られてい

ませんでした。

しかし、近年、市道拡幅工事や今回の土地改良事業の実施等に伴

う調査が実施され、少しづつではありますが地区の歴史が説き明か

されてきております。

とくに、1991年 に行なわれた熊ケ根地区の野川遺跡の調査では、

約 1万年前の縄文人が遺した石器の貯蔵跡が、県内で初めて発見さ

れるという大きな成果がありました。今回の調査におきましても、

遺跡範囲確認調査ということではありますが、中世の館跡や縄文時

代の遺跡の性格が明らかになりました。

先人たちの遺した貴重な文化遺産をつぎの世代に継承していくこ

とは、現代を生きる私たちの大きな責務であると考えます。文化財

保護につきましては、地域の皆様の深いご理解とご協力が必要であ

り、これからの街づくりのなかでどのように開発との調和を図って

いくべきか、皆さんとともに考えていきたいと思います。

最後になりましたが、今回の調査で多くのご協力をいただきまし

た地元の皆様に、心より御礼申し上げる次第であります。

19944F3月

仙台市教育委員会

教育長 東海林 恒 英



例 H

1,本書は、仙台市青葉区大倉地区での土地改良総合整備事業の実施に伴う、遺跡範囲確認調

査の報告書である。

2.報告書作製にあたっての遺物整理・編集・執筆は工藤信一郎が担当したが、陶・磁器の産

地同定 。年代観については文化財課佐藤洋による。

3.本書中で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の 1:25,000「 仙台市西北部」の一部

を使用している。

4。 本書中で使用した航空写真は、建設省国土地理院 (1956年米軍撮影)の ものを使用してい

る。

5。 本書中の上色については「新版標準土色帳」 (小山・竹原 :1973)を 使用した。

6。 実測図中の水糸高は標高で統一してある。

7.実測図中の方位は磁北で統一してある。仙台市において磁北は真北に対して西偏約7° 20アで

ある。

8。 本書中で使用した遺構略号は次の通 りである。

SK:土坑  SD:堀 ・濤・濤状遺構  P:ピ ット  SL:土 塁

SX:その他の遺構

9。 本調査における出土遺物 。実測図・写真等の資料は、仙台市教育委員会文化財課で保管し

ているので活用されたい。

10。 調査にあたって、下記の機関・方々よりご協力いただいた。 (敬称略、順不同)

下倉土地改良事業共同施工委員会 。宮城県土地改良事業団体連合会・社国法人宮城県農業

公社

萱場 久 。関  昭 。平 常雄



調 査 要 項

[一次調査]

1.対 象 遺 跡  大原館跡・下大倉館跡・萱場遺跡

2.遺跡の所在地  仙台市青葉区大倉字下倉 。大原地内

3.調 査 主 体  仙台市教育委員会

4.調 査 担 当  仙台市教育局社会教育部文化財課調査係

5.担 当 職 員  主事 齋野 裕彦  教諭 高倉 祐一

6.調 査 期 間  1989年 5月 8日～ 6月 28日 (実働33日 )

7.調 査 面 積  調査対象面積 250,000m2

発掘調査面積 約1,000nY

8。 調 査 参 加 者  早坂  正  結城 順子  高橋美津子  結城ひろみ

結城みのる  小松けさい  結城むら子  結城 泰子

早坂かつ子  大貫 裕子  平 たみよ  結城 きよ

片桐さとの  結城さい子  片桐 しめ  結城つよせ

安達 すげ  大宮みつえ  大山のり子  米倉 節子

菅井 民子

[二次調査]

1.対 象 遺 跡  大原新田遺跡 。大貫遺跡 。東沢目遺跡

2.遺跡の所在地  仙台市青葉区大倉字大原地内

3.調 査 主 体  仙台市教育委員会

4.調 査 担 当  仙台市教育局社会教育部文化財課調査係

5.担 当 職 員  主事 工藤信一郎  教諭 稲葉 俊一

6.調 査 期 間  1991年 4月 17日 ～ 5月 22日 (実働21日 )

7.調 査 面 積  調査対象面積 100,000m2

発掘調査面積  約800m2

8.調 査 参 加 者  小松けさい  高橋美津子  平 たみよ  片桐さとの

石垣けさえ  早坂かつ子  永島みよこ  大滝  昇

若生 洋子  高橋 弘子  村本 茂子  佐藤 悦子

[整理作業参加者]

浅若 広子  岩城いく子  菊地よしえ  関谷 礼子

森谷 愛子  島本 香織
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I.調査 に至る経過

青葉区大倉地区は仙台市西北部に位置し、市内を東流する広瀬川の支流大倉川につくられた

大倉ダムの下流域に位置する。標高は約180m～ 230m程 となっている。

地区内の耕地は未整備のため機械の効率が悪 く、農業の多様化、高度化に対応できない状況

であった。そこで、土地不U用効率を高め、都市近郊農業確立のため、仙台市青葉区宮城総合支

所経済課により土地改良総合整備事業が計画され、下倉土地改良事業共同施工委員会の設立準

備が進められていた。整備事業計画は平成元年度からの 5年計画で、約60夕 _々 を対象とするもの

であった。そこで、仙台市教育委員会では関係機関との協議を行ない、大倉地区土地改良総合

整備事業に係る6遺跡について、遺跡詳細分布調査を仙台市の自主事業として実施することと

した。

当該地域ではこれまで発掘調査例が無 く、これまでの表面採集調査だけでは遺跡の性格およ

び範囲は必ずしも明確ではなかった。そこで事業を実施するにあたって、遺跡保存のための協

議資料を得ることを目的に、遺跡の範囲、遺構の分布、遺跡の性格等を調査した。

調査は、用排水路及び工法上切 り上施工 となる部分を中心として行ない、遺構の確認された

地点については協議のうえ、整備事業の実施に際して地下遺構を傷つけることのないよう工法

の変更及び設計の変更を行なっている。

調査は、整備事業の施二年次計画にあわせて、下倉地区と大原地区の 2地区について、第一

次調査を平成元年度、第二次調査を平成二年度と二か年にわたって実施することとした (第 2

図)。

H。 関係遺跡の位置と環境

1.関係追跡の位置

遺跡の所在する下倉 。大原地区は、仙台市の西北部の南奥羽山系の中に位置している。市内

中心部からは国道48号線を山形方向に約181an、 国道から分岐する市道熊ケ根定義線の東側沿線

に位置している。 JR仙山線熊ケ根駅からはおよそ北東約 4血の地点である。

事業計画地域内には、周知の遺跡として 7遺跡が登録されていた。大倉川西岸の河岸段丘上

にある下倉地区には、下大倉館跡が所在し、大倉川と青下川に挟まれた河岸段丘上にある大原

地区には、東沢目遺跡・大貫遺跡 。大原遺跡 。大原新田遺跡・萱場遺跡 。大原館跡が所在して

ヤゝる。

宮城地域の地形を概観すると、西側には南奥羽山系の山並みが連なり、ここから派生する国

見・七北田丘陵と蕃山 。青葉山丘陵によって北 と南を挟まれ、この間を開折して広瀬川が東流



している。広瀬川は、作並付近で新川川と合流し、青下川と大倉川が合流する熊ケ根付近では

比高差50mに およぶ深い峡谷を形成しながら蛇行している。愛子地区に入ると数段の河岸段丘

を形成し、所謂愛子盆地を形成している。

遺跡は広瀬川の支流である大倉川につくられた大倉ダムの下流域の河岸段丘上に位置してい

る。標高は、下倉地区では約222m～ 233m、 大原地区では約175m～ 213mと なっている。

2.周辺の歴史的環境

大倉地区を含む広瀬川上流の河岸段丘上や丘陵上には、縄文時代を中心として多 くの遺跡が

分布している(第 1図 )。 しかしこれまで発掘調査例が無 く、出土遺物はいずれも表面採集によ

るもので、詳しい内容は不明である。

縄文時代の遺跡としては、大原地区西側を流れる青下川の対岸に野川遺跡がある。1991年に

市道拡幅工事に伴う緊急調査が実施され、後期前半の遺物包含層の下層から、草創期のいわゆ

る「キャシュ (埋蔵物)」 あるいは「デポ (一括埋納)」 と呼ばれる、石器の一括貯蔵の痕跡を

示す土坑 2基が宮城県内で初めて検出されている。

弥生時代の遺跡は今のところ確認されていないが、古代の遺跡 としては、檀ノ原B遺跡・町

A遺跡などがある。

中世の遺跡としては、大原館跡の西側広瀬川対岸に熊ケ根城跡があり、土塁や平場、堀跡な

どが遺っている。熊ケ根城跡は「仙台領古城書上」や「安永風土記」に、城跡の規模 と共に国

分氏家臣六丁目氏の居館であったことなどが記載されている。

城跡西側に隣接する興禅寺は、「安永風上記」に六丁目氏によって開基されたとあり、その墓

所である五輪塔があると記されている。現在興禅寺にはこの五輪塔はみられないが、国分盛重

とその次男の名の刻まれた墓石が開山碑 とともに覆堂のなかにある。

藩政時代のいわゆる国分荘32ケ村のうち、宮城地域には作並村・熊ケ根村 。大倉村。手沢村・

上愛子村・下愛子村・郷六村の 7ケ村が含まれている。地域内の館跡の分布についてみると、

各村ごとの街道沿いに位置しているものが多 く、その多 くは段丘上の平地に在 りながら段丘崖

を巧みに防御施設に利用し、平地側に土塁 と堀を巡 らせる構成となっている。伊達政宗による

仙台開府以前の宮城地域は、国分氏の支配下にあったと考えられており、地域内に残る館跡に

ついてもそのほとんどは国分氏に関係するものと考えられる。国分氏配下の家臣として国分氏

系図に名のあるもののうち当地域に関係すると思われるのは、郷六氏 (郷六村)・萱場氏 (下愛

子村)・小林氏 (芋沢村)がある。また、「仙台領古城書上」や「安永風上記書出」の記述から、

当地域に関係する国分氏の家臣としては、前者の他に大原館跡の館主とされる作並氏・下大倉

館跡の館主とされる大倉氏のほか馬場氏・六丁目氏があり、館跡として古城書上では、郷六城・

葛岡城・熊ケ根城など8カ 城、風上記書出では若干の入れ替えなどがあって11カ城が記載され
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遺  跡  名 立 地 種 男」 時 代 備 考 遺 跡 名 立 地 種 男」 時 代 備

下大倉館跡 段  丘 城  館 中世、近世 町 C遺 跡 段  丘 包含地 縄 文

東沢 目遺跡 段 丘 包含地 縄 文 檀ノ原C遺跡 段  丘 包含地 縄文、古代

大 貫 遺 跡 段 丘 包含地 縄 文 町 A遺 跡 段  丘 包 含地 古代

大 原 遺 跡 段  丘 包合地 縄文 町 B遺 跡 段  丘 包含地 縄文、古代

大原新田遺跡 段 丘 包含地 縄文 野 川 適 跡 段  丘 包含地 縄文 (草・中・後) 草創期の石器一括埋納跡 2基

萱 場 遺 跡 段 丘 包含地 縄 文 無 ケ 根 城 跡 段 丘 城  館 中世

大 原 館 跡 段 丘 城 館 中世、近世 興禅寺五輪塔 段  丘 基 碑 中世

大手問A遺跡 段  丘 包含地 縄文 (前 ) 折 葉 遺 跡 丘陵麓 包含地 縄 文

大手FttB遺跡 段  丘 包含地 縄文 (中 ) 道 半 商 遺 跡 段  丘 包含地 縄文、古代

大手門 C遺跡 段 丘 包含地 縄 文 自 沢 遺 跡 段  丘 包含地

檀ノ原A遺跡 段  丘 包含地 縄文、古代 上 清 水 遺 跡 段  丘 包含地 縄文 (中 )

標ノ原 B遺跡 段 丘 包含地 古代 日 尻 遺 跡 段  丘 包含地 縄文 (中～晩 )

第 1図 関係遺跡と周辺の遺跡



(注 4)

ている。

近世にはいると先の国分氏配下の諸氏のうち、大倉 。萱場 。郷六 (のちの森田氏)の各氏は

新たに伊達家に仕えて知行を与えられている。

仙台開府当初、仙台から最上領内に通 じる道は「西道」 とよばれ、関山越 。ニロ越・ 笹谷越

の三本の街道があった。関山越の街道についての初見は、正保二・三年 (1644・ 45)作製の「奥

州仙台城下絵図」において「愛子道最上街道」 としてである。仙台藩では関山に坂下境目御番

所、そして最初の宿場 となる作並に作並宿御番所をおいて物資の移出入を取 り締 まっている。

熊ケ根 もまた街道沿いの宿のひとつであり、熊ケ根の字名のひとつとなっている「関」の由来

について安永風上記―熊ケ根村書上「和光院寺跡」のなかで「往古 ここに関所があり、その関

所が廃止されたのちに和光院が開山され、関の地名 もこれによる。」 とある。

下大倉館の館主である大倉氏の一族が熊ケ根村に移 り、関氏 と称するようになるのは、 この

地名によるものである。

また、民俗芸能 として下倉地区に「下倉の田植踊 り」 (昭和46年宮城県無形文化財指定)が伝

えられている。その踊 りの由来について、「安永年間に大倉民部 という武将が大倉字宮前にある

下倉神社を再建 したさいに、武運 と天下泰平並びにこの地の五穀豊穣を祈念するものとしては

じめられたもの」 と伝えられている。先の大倉氏 との関係は定かではないが、一族のものとし

て考えれば当地における大倉氏 との関係を示すものといえる。

注1)約 1万年前よりも古いとする年代観での草創期である。

注2)延宝年間 (1673～ 1681)に だされた「仙台領古城書上」には、「平山 熊ケ根城 東西 三十間 南

北五十間 城主 六丁目菜」とある。また、安永三年 (1774)にだされた「安永風上記―熊ケ根村書上」

には、「たではら 古館 竪壱丁 横四十間 右ハ往古国分様家臣六丁目氏之御方御居館之由申伝候

右年 相知不申候当時御百姓地二 成居申候事」とある。

注 3)「一 開山之事 当寺ハ国分家盛重御家臣拾式騎之内六丁目氏開基之由二御座候 右年号相知不申候

……・」「一 古墓所之事 一 五輪塔 式ツ 国分家御家臣六丁目氏之墓所二御座候事」とある。

注4)「仙台領古城書上」のうち宮城地域分としては、郷六城 (郷六村)。 葛岡城 (郷六村)・ 馬場城 (芋沢

村)。 江六城 (芋沢村)。 こてん城 (上愛子村)。 おかな館城 (大倉村)。 三方川古城 (大倉付)。 熊ケ根

城 僚鷺ケ根村)の 8カ城がある。

「安永風上記書出」のうち宮城地域分としては、古館 (熊ケ根村)・御殿館 (上愛子村)。御西館 (下

愛子村)。 南館 (下愛子村)。 郷六館 (芋沢村)・ 馬場館 (芋沢村)。 本郷館 (芋沢村)。 下大倉館 (大倉

村)。 大原館 (大倉村)。 郷六館 (郷六村)・ 葛岡城 (郷六村)の■力城がある。この他にこれらの文献

に記載はないものの、作並村の平賀館。「芋沢七館」とよばれる芋沢村の原館や荒神館などを加えれば

18カ 城となり、まさに一村一城といえる多さである。

注5)伊達家世臣家譜巻十一森田、巻十二萱場、巻十五関による。





Ⅲ.調査の経過 と方法

調査区は、施工計画のうち用排水路および切 り土施工が予定されている部分を中心として、

任意にトレンチを設定している。また、基本的に検出された遺構の掘 り下げは行なわず、 トレ

ンチの拡張等も行なっていない。各 トレンチの基準杭は確認調査後に基準点測量を行い、平面

直角座標系Xに乗せている。

第一次調査 (平成元年度)は、事業予定区域の大原地区南端および下倉地区の約25夕 _々 を対象

として行なっている。調査 トレンチは、大原地区で 9本、下倉地区で 6本設定し、重機によっ

て表上部分を除去したのち、まず大原地区から調査に入ることとし、人力により遺構確認作業

を進めた。なお、 6月 24日 に下大倉館跡と大原館跡の調査成果を中心とする現地説明会を開催

している。

第二次調査 (平成二年度)は、大原地区東部の約10夕 _々を対象として行ない、合計24本の調査

トレンチを設定している。重機によって表土部分を除去したのち、人力により遺構確認作業を

進めたが、ほとんどは開田による影響が大きく遺構などは確認することができなかった。

Ⅳ.第一次調査 (平成元年度一大原・下倉地区)

1.調査の方法 と経過

整備事業計画の施工に合わせて、元年度は大原地区南端部と下倉地区に所在する3遺跡を対

象として調査を実施した。両地区ともに中世の館跡の一部が施工区域に含まれることから、調

査 トレンチは館跡の範囲及び性格を探ることを目的に、土塁部分及び館跡の周辺に任意にトレ

ンチを設定した。調査は幅 3mの トレンチを基本 としている。そのほか用排水路、切 り上施エ

部分を中心に、大原地区で血 1～血 9の 9本の トレンチ、下倉地区で配10～血15の 6本の トレ

ンチを設定し調査に入った。

その結果、大原館跡については現在北側に土塁と堀跡が残っているが、本来この上塁は二重

に築かれており、その間に二重の堀が東西方向に平行に走っていることが確認された。また真

ん中の上塁を断ち割ったところ、この上塁は版築されていることが確認された。

トレンチ 調査面積 (m2) 検 出 遺 構 出 土 遺 物

No lト レンチ

No 2ト レンチ

No 3ト レンチ

血 4ト レンチ

No 5ト レンチ

No 6ト レンチ

No 7ト レンチ

No 8ト レンチ

No 9ト レンチ

３０

３０

３０

９６

２５

４０

９

９

３０

濤跡 1条

通構なし

遺構なし

土塁 。堀跡 (大原館跡)

遺構なし

遺情なし

遵構なし

遺構なし

遺構なし

出上遺物なし

出土遺物なし

出土遺物なし

弥生土器 (土塁版築から出土)

縄文土器 (中期)

出土遺物なし

出上遺物なし

出土遺物なし

出土遺物なし

表 1 遺跡範囲確認調査成果一覧 (大原地区)
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第 3図 大原地区遺跡範囲確認調査 トレンチ配置図



下大倉館跡については現在北側から西側にかけて鈎型に土塁が残っているが、この上塁と平

行して幅約 8m、 深さ約 2mの堀が東西に走 り、この堀も土塁同様に南に曲がることが確認さ

れた。

2.大原地区の調査 (Nα l～ Nα 9ト レンチ・大原館鵬

大原地区では、施工区域に含まれる大原館跡及び隣接する萱場遺跡を対象として調査を実施

した (第 3図 )。

このうち大原館跡については、現存する土塁。堀跡に直交するようにトレンチを設定し(血 4

トレンチ)、 館跡内部 と考えられる部分にNo 6・ No 7ト レンチを設定した。その他の部分につい

18460m引 183鞘
|

1834判

189叫

No 2ト レンチ

V住 8均

No 8ト レンテ

No 7ト レンチ

No 9ト レンチ

0                  50cm
No 6ト レンチ

No 5ト レンチ

礫・砂を多く含む 25Y5/2暗 灰 黄 色

10Y R3/3暗  禍  色

10Y R6/4に よい貢橙色第 3ト レンチ

第 8ト レンチ 10Y R2/2黒  褐 色 ンル ト質粘土iOYR1/17黒

10Y R3/3贈  縄  色 ンル ト質粘土

10Y R3/1黒  褐 色 10Y R6/5責  褐 色第 5ト レンチ

10Y R4/5に ぶい黄禍色

10Y R3/4に よい黄褐色

10Y R3/1に ぶい黄褐色10Y RO/6明 黄 褐 色

第 6ト レンチ 10Y R3/1黒

IOY R6/6明 黄 福10Y R4/3に ぶい黄褐色

75Y3/1 黒

25Y2/1 具

2 5GY6/1オ リーノ灰色



ては、用排水路を中心としてNo l～No 5ト レンチを設定し、隣接する萱場遺跡については血 9

トレンチを設定した。

各調査 トレンチにおける調査成果については、表 1に掲げている。

(1)調査区基本層序

調査区が広範囲にわたるため層序、色調に違いが認められるが、現耕作土下に、大別して 3

～ 4枚の層を確認した (第 4図 )。

I層 :現水田・畑耕作土層。水田耕作土層の下層に酸化鉄集積層が認められるものが多い。

H層 :黒褐色系。層厚 5～50cmo  Ⅲ層 :黒色系。層厚 5～30側。

Ⅳ層 :黒褐色系。層厚40～80cmo  V層 :地山又は礫層面。

No 2ト レンチでは、 1層下は盛土整地層。No 6ト レンチにおいても、 1層下は盛土整地層が

あり、その下層は植物遺体を含む土層で、音はこの一帯に沼があったという古老の話を裏付け

るものと考えられた。

似)発見された遺構

大原館跡に関係する遺構が発見された血 4ト レンチ以外には、配 1ト レンチで濤跡 1条が発

見されたのみであった。

① 溝状遺構 S D01(No lト レンチ)

hlト レンチ 4層上面で検出された。上端幅150cm、 下端幅50cm、 深さ10cmを計る。南北方向

+X=」 18977,06
Y=-1162995

♀     ,     4m

SPA
卜

層序 土   色 上  質 層  厚 備     考 層 序 ■   色 土 質 層 厚 備      考

10Y R3/1黒 褐色 ンル ト質粘土 現耕作上 10Y R2/2黒 褐色 シル ト質粘土

II iOY R3/1黒 褐色 粘土質ンル 酸化鉄を含む。 25Y2/よ 黒 色 ル ト質粘土

iOY R2/1黒 色 粘上質 シル ト 埋 1 75Y3/2 黒褐色 粘土質シル ト S D01堆 積土

第 5図  S D01平面図・セクション図 (No lト レンチ)



に走る濤で、断面形はゆるやかな船底形をしている。

埋土は、7.5Y R3/2黒 褐色粘土質シルトの単層で、砂をおおく含み底面近ぐには小礫もみら

れる (第 5図 )。 河川跡の可能性がある。

13)大原館跡の調査 価 4ト レンチ)

大原館跡と伝えられている地点は、大原地区南端に張り出した河岸段丘突端部で、南側 と東

西は段丘崖となっている。館跡の下は広瀬川とその支流である大倉川・青下川との合流点 となう

ている。現状はほとんどが水田となっており、館跡内にある平常雄氏宅の北側に土塁・堀跡の

一部が残っている (第 6図 )。

地元の古老によれば、大原館跡は本来二重の上塁 と二重の堀がめぐっていたが、戦後すぐに

開田事業が行なわれ、夕MIの上塁と堀はその時に消滅し現在の形になったという。

大原館跡は、大倉に向かう定義道の旧道沿いに位置している。作並を経て山形に向かう関山

街道は、上愛子白沢から下 り道となり野川橋を通って広瀬川をわたり、野川坂を上って熊ケ根

宿に入る。大倉への旧道はこの野川橋で北へわかれ広瀬川北岸の崖を上っていくが、上 りきっ

たところがちょうど大原館跡の西側となっている (写真 1)。

なお、館跡のうち平氏宅を含む土塁の南側部分については、整備事業の除外地として現状保

存されているが、今回調査を行った北側については盛土保存 となっている。

[館跡の形態 ]

大原館跡と考えられる範囲は、東西約170m、 南北約130mの範囲で、南側に狭まった台形状

を呈している。東側で大倉川、西側で青下川、南側で広瀬川に面し、それぞれ比高差約50m程

の段丘崖となっている。館跡内の標高は約177～ 179mで、南に向かって傾斜する平坦面である。

3本の河川の合流点を俯敵できる地点であり、「仙台領古城書上」にみられる「三方川 古城」

の記載をうかがわせる地形である。

現在確認できる遺構 としては、平氏宅の北側に東西方向に走る土塁と堀跡、西側に平場があ

る。開田により平氏宅周辺以外の遺構については明確ではない (第 6図 )。

[土 塁]

現存する土塁 (SLl)は平氏宅の入日から、宅地の北縁に沿って西へ約80m程延びており、

調査は3× 32mの トレンチを上塁に直交するように設定している。この結果、現在の上塁の外

側に 2本の上塁を検出した (第 7・ 8図 )。

土塁 1(SLl) 基底部幅6.4m、 高さ2.4m、 土塁上場 と北側の堀跡 (SDl)底面 との比

高は3.2mで ぁる。土塁上場は館跡の内部であるが南側ではなだらかとなり、平場 との比高は1.5

m程になる。

土塁 2(SL2) 上面が削平されているが、基底部幅8.7m、 高さ1.4m、 土塁上場 と北側の



堀跡 (SD2)底面との比高は1.8mで ぁる。土塁西端部が北側に曲がり、広瀬川から上ってき

た旧道に対している。断ち割 りをなったところ、基本層Ⅵ層の上に5枚の版築が確認された。

上塁 3(SL3)ほ とんど削平されており、わずかに南側の基底部の一部を検出したのみで、

規模などは不明である。

[堀 跡]

土塁の間を平行して走る堀跡 2条を検出した (第 7・ 8図 )。

堀跡 1(SDl) 土塁SLlと SL2の間にあり、断面形はゆるやかなU字形を呈し、上幅

2.4m、 下幅1.Om、 土塁基底部からの深さは0.8mでぁる。

埋土は 6層に細別することができた。出土遺物 としては縄文土器があるが、堀が機能してい

た時期に該当すると考えられる遺物は出土していない。

堀跡 2(SD2)土 塁SL2の北側にあり、断面形は舟底形を呈し、上幅2.2m、 土塁基底部

からの深さは0.4mでぁる。

埋土は7層 に細別することができた。

[平 場]

平氏宅の西側にみられる平坦部で、北側は土塁SLlに よって区画されている。現状は東西

20m×南北15m程度の広さで、平場 と上塁との比高は1.5mで ぁる。西側は段丘崖に望んでいる

が、南東側は比高差30～60cm程度で平氏宅の宅地 となっている (第 7図 )。

[大原館跡に関する文献資料]

大原館跡に関する記録 としては、安永三年 (1774)に 編纂された「安永風上記一大倉村書上」

やそのおよそ百年前に書かれた「仙台領古城書上」等がある。

「一 大原館 竪七拾間 横六拾五間 右ハ天正之初ヨリ国分御家臣作並宮内様御居館之由申伝候

事」(安永風上記一大倉村書上)

「三方川 古城 東西五十一間 南北四十四間 野武士楯籠」(仙台領古城書上)

それぞれ館跡の規模について、「風上記書上」では竪七拾間 (126m)・ 横六拾五間 (117m)、

「古城書上」では東西五十一間 (92m)・南北四十四間 (79m)と記載しているが遺構などにつ

いてはふれていない。

館主について、「古城書上」では「野武士がたてこもったところ」 としているのに対し、「風

土記書上」では天正年間 (1573～1591)の初め頃には国分氏家臣の作並宮内の居館であったと

しているが、その作並氏については資料もなく詳細は不明である。

地籍図からみた館跡について

現況はほとんどが水田で、開田によって原形は失われている。現況図からも平氏宅の周囲に

遺構の一部がみられるだけで、館跡の範囲を反映するような地割は認められない (第 9図 )。
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第4ト レンチ西壁セクション図土層注記表

テ
な

十
X=-18999062
y=-1181605

遺 構 名 土   色 備    考 選 構 名 土   色 傭    考 遺 構 名 跡 土   色 働    者 遺 格 名 誘 土   色 備    考

基 本 層 OYR3/3暗  褐 色 二塁2(SL2) 10Y R3,3暗  褐 色

1版

築

g2(SD2) 10YRy]暗  褐  色 醐ヒ鉄を少逮含む。 10YR3/4暗  召 ど

OY R3/]暗  褐 色 粘と質シルト
10Y R7′ 8黄橙色の砂岩
ロック,層Itに合む.

10Y R4/4オ リーブ褐色 IOYRV3暗  絡 色

OYRV]暗   褐  色 馳 10Y R4'3によい紬 砂  礫 10YR″ 8景  襦 進 10YR4ん 褐   ぞ

OY R2′ 2黒  穏 色 円簾を含む。 10YR2/1黒    色 5y919 暗オリーフ轄記 粘質シルト
Y R3/4暗褐をプロック

10Y RSお 費 褐 t

,V R4/1褐    廼 10YR4/4褐    色 5Y4潟 オリーブ褐色 粘資シルト 醐ヒ鉄を含転 10YR3r4暗  褐 t 10Y R″ 黒編色をアロ

OYR3/〕 暗 悟 色 10YR4′ 4召    進 謝線 を少蛤 視 10YR3/4暗  褐 ℃

OY R4/G掲    Ⅲ 基利函11層は、昭和 0年頃に水田の下に入れられ穴 10YR3rd晴  褐 杞 10Y R2'黒  褐 t
OYRV3晴   褐  色 10YR3れ 暗 褐 建 砂,同榛を含杭 ЮYR34暗  褐 ぞ 円際を歩く含む。

dVRV4黄  梧 色 10YR9r2黒  褐 e
OY R夕 /3黒  格 趣 日瞭を多く含む。

第 8図 大原館跡土塁 。堀跡 (NIo 4ト レンチ)

15・ 16



現在大原館跡は、大倉字野川の区域を中心として字大原新田にまたがっているが、明治19年

(1886)頃 に作成されたとされる地籍図からは、野川橋からわかれた旧道はみられるものの館

跡の範囲を看取できるような区割などはみられなかった (第10図 )。

「安永風土記一大倉村書上」は「代数有之御百姓」のなかで二人の名をあげている。その一

人、「大原屋敷 甚四郎」の先祖鈴木九左衛門について、かつては国分氏家臣であったが天正年

間の国分氏滅亡後に盛重の妻やその子供 とともにこの地に住みついたと記載されてい遂ザ当地

における館跡の多 くには、こうした国分盛重に関する逸話が伝えられており、この風上記の記

述もそのひとつといえる。

注1.「右九左衛門国分能登守様盛重御家臣二御座候処、国分家天正年中御没落以後御御台様御幼君様方御

供仕、当村大原と申所二罷在候申伝候事」

14)発見された遺物

大原地区の各調査 トレンチのうち、遺物が出土したのは血 4・ 血 5ト レンチからのみであっ

た。出上した遺物 としては縄文土器 。弥生土器・石器・石製品がある。

このうち縄文土器は両 トレンチから出上しているが、弥生土器については血 4ト レンチから

出上したのみであった。

一次 。二次調査をとおして、出上した土器は大部分が小破片で全体の器形・文様がわかるも

のは少ないが、整理にあたっては次の 3類に区分したのち、さらにそれぞれの文様の特徴から

細分している。

区分の可能なもの…A類 地文のみのもの一B類 摩滅などにより文様が不明なもの…C類

A類についてはさらに、日縁部資料をa類・体部～底部資料をb類 としている。

① 土 器 (第 11図・第12図 )

第11図 1～ 8は深鉢の口縁部資料で、いずれも口縁部が外傾ぎみに立ち上がるものである。

文様は口縁部が無文 となる 4・ 6を除き、沈線及び隆線によって施文されている。このうち 3

には、日縁直下に隆沈線による渦巻文が施文されている。 5。 7は沈線によって、 8は稜線を

もった隆線によって「∩」状文もしくは楕円区画文が施されるものと思われる。区画内には縄

文が充填されている。

第11図 9～ 19、 第12図 1～ 16は いずれも深鉢の体部資料である。第11図 9～ 16・ 18・ 19、 第

12図 1～ 9は、いずれも沈線によって「∩」状文もしくは楕円区画文が施され、区画内には縄

文が充填されるものである。第■図17は、隆線文 とそれに沿って施された沈線文によって渦巻

き状に施文されている。

第12図17～20は弥生土器と考えられる一群で、このうち18。 19に は細沈線による帯縄文 と縄
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第 9図 大原館跡周辺現況平面図



第10図 大原館跡関係地籍図 (明治19年 (1886)頃作成)



文の充填された山形文が施されている。18に は、疑似縄文が施されている。20は鉢の底部で、

平行沈線によって地文をもつ底部 と区画されている。

今回の調査で出上した縄文土器の年代については、いずれも沈線または隆沈線による「∩」

状文もしくは楕円区画文が施され、区画内には縄文が充填されていることから、大木8b～ 9式

の範疇で捉えることができる。また弥生土器については、中期舛形囲式に比定されるものと思

われる。

② 石 器 (第13図 )

石鏃 2点、尖頭器 1点、不定形石器 2点、石製品 1点が出上している。

1・ 2は石鏃で、いずれも尖部を欠いている。 1は凹基で、直線的な側縁をもち表裏全面に

二次カロエが施されている。 2は ドリルの基部の可能性もあるが、丸凸基で、ゆるく張り出した

曲線的な側縁をもち表裏全面に二次力日工が施されている。 3はやや厚手の尖頭器で、ゆるく張

り出した曲線的な側縁をもち基部付近でさらに内湾しており、茎部を作 り出しているかのよう

である。 4・ 5は不定形石器で、側縁に二次加工を施して刃部を作 り出している。 5は一部に

自然面を残しているが、右側縁の片面に細かな二次加工を施して刃部を作 り出している。 6は

厚さ 5 cm程の板状の石製品で、両面ともに平坦な作業面をもち若干の磨面を観察することがで

きる。

表 2 出土石器観察表 (第 13図 )

番号 地  区 層位 器 種 長 (mtt) 幅 (Dud) 捷曇 (Itu ) 重量 (g) 石 材 備 考 写真図版番号

1 5ト レンチ 4層 石    鏃 3 頁  岩 写真36

2 5ト レンチ 3層 石    鏃 6 頁 岩 ドリル ? 写真36

3 大 原 館 跡 表 採 尖  頭  器 II 写真36

5ト レンチ 不 定 形 石 器 5 頁 岩 写真36

5 4ト レ ンテ 不 定 形 石 器 頁 岩 写真36

6 5ト レ ンテ 板 状 石 製 品 写真36
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番号 地  区 層 位 部 位 分  類 文 様 ・ 特 徴 備 写真図版番号

5ト レンテ 3 層 口縁部 a養貢 区画泌緑、刺突・ 口唇部に沈線

レンテ 口縁部 a羨頁 平行沈線

3 層 口鯛 a英斑 渦巻隆沈線文

5ト レンテ 3 層 口縁部 a養頁 口縁部無文・ RL縄文

レンテ 3 層 口縁部 a類 区画沈線・ LR縄文

表 採 口縁部 a英質 口縁部無文・LR縄文

5ト レンテ 3 層 口縁部 a芸貢 区画沈線

レンテ 3 層 口縁部 a芙貢 隆 (稜)線区画・R喋文

3層上 顕  部 b奏貢 区画沈線・ R鴎文

3 層 体 部 b養罠 沈線区画

レンチ 3層上 頸 部 b爽露 隆線・区画沈線

3 層 体  部 b茨買 隆 (稜)線 区画・ LR縄文

3 層 体 部 b変更 区画沈線・ LR縄文

5ト レンテ 3層 体 部 b爽要 沈線区画・ R聰 文

3層 体 部 b茨貢 沈線区画・R鵡文

体 部 b裁真 沈線区画・ RB縄文

レンテ 1層 体 部 )b察貢 沈線区画・ R聰 文

大 原 館 跡 表 採 体 部 b芸頁 沈線区画・R聰文

3層 体 部 A-4b類 沈線区画・ RL縄文

第11図 出土遺物・土器 (1)
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番 号 地 区 層 位 部 位 分 類 様 特 徽 備 考 写真図版番号

5ト レンテ 3層 体 部 A-4b類 区画沈線・ R聰 文

5ト レンチ 2層 体 部 A-4b類 区画沈線・囃 文

5ト レンテ 4 層 体 部 A-4b類 区画沈線 。R聰 文

5ト レンチ 3 層 体 部 A-4b頬 沈線区画・ R聰 文

4層 A-4b類 沈線区画 。RLle文 裏面剣落

3 層 体  部 A-4b類 区画沈線・ LR縄文

5ト レンテ 3層 体  部 A-4,類 区画沈線

5ト レンチ 体 部 A-4b類 LR縄文

9 5ト レンテ 3層 体 部 A-4b類 「U」 状沈線区画・LR縄文

5ト レンチ 4層 体 部 B類 RL濶陛丈

SD2埋上上 B類 撚り糸文・R

体  部 B類

体 部 B類 LR縄文

4ト レンテ 体 部 B類 LRじ篤文

5ト レンチ 4層 体 部 B類 LR縄文

4ト レンチ 体 部 B類 LR縄文

体 部 B-6類 LR健文 表面カーボン付着

口縁部 A-6a類 帯縄文・ 山形文・疑縄文 (植物茎回転文 )

口縁部 A-6a類 帯縄文・ 山形文・LR縄文 内外面カーポン付着

4ト レンチ 底 部 A-Oa類 平行沈線関磨消縄文・LR縄文

第12図 出土遺物・土器 (2)
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3.下倉地区の調査 (No10～ No15。 下大倉館跡)

下倉地区では、施工区域に一部がかかっている下大倉館跡を中心 として調査を実施した。

このうち下大倉館跡では、現存している土塁の外側に近接して調査区 (血10・h15ト レンチ)

を設定した。その他の調査区については用,F水路を中心として配11～配14ト レンチを設定した

(第 15図 )。 各調査 トレンチにおける調査成果については表 3に掲げている。

表3 遺跡範囲確認調査成果一覧 (下倉地区)

トレンテ 調査面積 (∬ ) 検 出 遺 構 出 土 遺 物

No10ト レンチ

Nollト レンチ

No12ト レンチ

No13ト レンチ

No14ト レンチ

NQ15ト レンチ

堀跡・竪穴状遺構・濤跡 (下大倉館跡)

濤跡

遺構なし

水田跡 (近世及びそれ以降)

遺構なし

堀跡 (下大倉館跡)

縄文土器 (早期)・ 石器

縄文土器・石器

遺物なし

平安時代 。中世陶器・土師質土器

遺物なし

中世・近世の陶 。磁器、土師器

(1)調査区基本層序

調査区が広範囲にわたるため層序・色調に違いが認められるが、現耕作土層下において 3～ 4

枚の層を確認した (第 14図 )。

I層 :現水田耕作土層

H層 :黒褐色系。層厚 15～ 20cm

Ⅲ層 :暗褐色系。層厚 15～ 20cm。

Ⅳ層 :地山又は礫層面

また血13ト レンチにおいて、水田土壌とおもわれる層が確認されているが、他の トレンチで

は同様の層を検出することはできなかった。血15ト レンチについては、現水田耕作土下-20～ 30

cmで堀のプランが検出されているが、確認のみで遺構の掘 り込みを行っていないため土層図は

作成しなかった。

23170当

2280当 第14図 土層注記表

層序 土   色 土  質 層厚 備     考

12ト レンテ 10Y R6/1灰     色 シル ト質粘上 現耕作土

10Y R2/3黒  褐 色 シル ト質粘土

3 10Y R3/3暗  褐 色 粘土質シル ト

10Y R3/2黒  褐  色 粘土質シル

75Y3/2黒 褐 色 粘土質シルト 砂粒を含む

ЮY R3/4暗  褐  色 粘土質シルト 砂粒を多く含む

10GY6/1縁  灰 色 ンルト質粘土 現耕作土・下部に酸化鉄集積層

10Y R3/2黒  褐  色 粘土質シルト ′蝶 を多量に含む

10Y R5/3に ぶい黄褐色 ンル ト質粘土

砂 礫  層 睡上の可能性あり

第14図 調査 トレンチ土層柱状模式図
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修)発見された遺構

① 水 田跡 (血13ト レンチ)

現在の水田耕作上下に検出されたm・ Ⅳ層について水田土壌の可能性がある。Ⅲ層の下層部

には凹凸がみられ、Ⅳ層上面で検出された段差はⅢ層を水田土壌とする水田の疑似畦畔と考え

られる。またⅣ層についても下面に凹凸がみられることから本田土壌の可能性がある(第 16図 )。

② 溝状遺構 (NQ■ トレンチ)

血 ■トレンチ北西コーナー部で、東西方向に走る濤状遺構の一部を検出している。北壁側の立

ち上がりがトレンチ外となるため規模などは不明であるが、上端幅150cm以 上、下端幅70cln、 深

さ50cmで断面形は舟底形を呈するものと思われる。埋土は4層に分けられる (第17図 )。

2230竜

麗 轟 冨 冨 轟 轟 麗 麗 轟 轟 雷 訴

≒望抵第屋∬:亭
セクシヨ翔 ?     ?m

9   4X
+孝三二稲%髯

9

X=-18762829
Y=-1091149

13aト レンテ

第16図 土層注記表

層序 土   色 上 質 層厚 備   考 層序 土   色 土  質 層 厚 備   考

基本層 5Y5/1 灰 色 粘上質シルト 現耕作土 基本層 10Y R2/2黒 褐色 ンル ト質粘土 輌に阻・細』卿艦
10CY4/1暗縁灰色 シルト質粘上 上部に醐 ヒ鉄の集積 10Y R4/1褐 灰 色 粘 上

コ 10Y R5/1褐 灰 色 ンル ト質粘上 l■ 25Y5/2 暗灰黄色 ンル ト質粘土

m 10Y R4/1褐 灰色 ンル ト質粘土 15～20cm 水隠土壌の可能性 Wu 10Y R5/4 に漱い責褐色 粘土質ンルト 礫を多量に含む

第16図 Nα 13ト レンチ平面図及び南壁セクション図
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第17図 土層注記表

層 序 土   色 土 質 層厚 備   考 層序 ■   色 土 質 層厚 備   考

基本層 灰 色 シル ト質粘土 現耕作土 SDl 7 5YR4/1褐  灰 色 粘 ■ 礫を含む
10Y4/1 灰   色 粘 土 8-lSon 上部に酸化鉄 iOY R4/1褐 灰 色 ンル ト質粘上 砂粒を含む
25Y4/1黄 灰 色 シルト質粘土 ンオン斑多く含む 5Y3/1オ リーブ黒色 粘 土 樹本片を含む

Ⅳ iOY R3/4暗 褐 色 ンル ト質粘土 砂粒を含む 10Y R2/3黒  褐 色 ンル ト質粘土 砂粒を含む

第17図  Nα llト レンチ平面図及び溝状遺構セクション図

13)下大倉館跡の調査 価 10・ 血11・ 血15ト レンチ)

下大倉館跡は、大倉川西岸の河岸段丘上に位置している。東・南側は段丘崖となって大倉川

に望んでいる。北・西側の一部に釣型の上塁が残っている。現在館跡の周囲は水田となってお

り、館跡内は畑・水田として利用されている (第21図 )。

地元の古老によれば、昭和初期までは館跡の内側にも土塁が残っていたが、畑を開墾する際

に整地したため失われてしまったという。

かつては芋沢村から定義への旧道が下大倉館跡の西側を通っており、館跡西方の市道沿いに

道標の石碑が残っている。この旧道については安永風上記にも記載があ込ザ

なお、館跡について土塁の内側は整備事業の除外地 ということで現状保存され、外側につい

ては盛土保存されている。

注1)「安永風土記一大倉村書上」

「館下大橋 長三拾式間 幅壱間 国分芋沢村青木通郷六村荒巻村八幡町通御城下江之通路」

[館跡の形態]

下大倉館跡 と考えられる範囲は、東西約100m、 南北約130mの範囲で、長方形を呈している

る。東側 と南側で大倉川に面し、西側には大倉川からの沢が入 りこんでいる。大倉川とは比高

差約50m以上の段丘崖 となっている。館跡内の標高は約223mで、南に向かってわずかに傾斜し

ているがほぼ平坦面である。



現在確認できる遺構としては、館跡の北縁に沿って鈎型に走る土塁のみである (第18図 )。

[土 塁](第20図 )

土塁 1(SLl)

現状のまま測量調査のみを行なっている。土塁の全長は約50m程あり、基底部幅 4～ 10m、

高さ 1～2.3m、土塁上面 と血10ト レンチで検出された堀跡の底面との比高は4.Om以上 となる。

[堀 跡](第 18。 19図 )

掘跡 1(SDl)

血10・ 血15ト レンチで土塁と平行して走る堀跡を検出した。このうち血15ト レンチでは、遺

構プランの検出のみで堀込みは行なっていない。

血10ト レンチで検出された堀跡は、上端幅約8.Om、下端幅約1.5m、確認面からの深さ2.Omで

ある。断面形はV字形を呈している。段丘礫層を堀込んで作られている。埋土は4層に分けら

れ、底面には堀壁面から崩落した大量の礫が入っている。埋土中から遺物の出土はなかった。

性一一十一二生____当
m

22450判

第18図 土層注記表

選構名 層序 上   色 土  質 層厚 備   考 遺構名 層序 土   色 上  質 層厚 備   考

基本層 10Y R4/1灰     色 SDl 10Y R2/2黒  褐 色 礫を少量含む

10Y R3/3暗  褐 色 10Y R2/3黒  褐 色 S‐ 31h大の繰を多く含む

10Y R3/2黒  褐 色 3 10Y R4/3に ぶい黄褐色 小礫を少量含む

10Y R2/1黒     色 10Y R3/3暗  褐 色 10～40硼大の礫を歩く含む

iOY R3/3暗  褐 色 △ 10Y R3/2黒  褐 色 黄掲色■ノロッタをケ量に含む

下大倉館跡堀跡(SDl)・ 溝跡(SD2)平面図及びセクション図 (No10ト レンチ)
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第19図 下大倉館跡現況平面図・試掘 トレンチ位置図
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[下大倉館跡に関する文献資料]

下大倉館跡に関する記録 としては、「安永風土記一大倉村書上」や「仙台領古城書上」等があ

る。

「一 下大倉館 竪五拾間 横四拾五間 右ハ永禄之頃より国分御家臣蔵人様御居館之由申伝候事」

(安永風上記一大倉村書上)

「おかな館城 東西四十五間 南北四十二間 野武士楯籠」 (仙台領古城書上)

それぞれ館跡の規模について、「風上記書上」では竪五拾間 (90m)・横四拾五間 (81m)、 「古

城書上」では東西四十五間 (81m)。南北四十二間 (76m)と 記載しているが、遺構などについ

てはふれていない。

館主については、「古城書上」では大原館跡と同様に、野武士のたてこもったところとしてい

るが、「風上記書上」では永禄年間 (1558～ 1569)の頃には国分氏家臣の蔵人の居館であったと

している。ここに書かれた蔵人 とは次に述べる大倉蔵人のことと思われる。

「関家 (大倉家)」 について

「伊達家世臣家譜」によれば、関家は初め大倉氏 と称し国分家に仕えていたという。その大

倉備中には三子があり、長男の大倉蔵人が家をついだが子供がなかったのであらためて三男を

跡継ぎとし、蔵人重忠を名乗らせている。そして、天正六年 (1578)十一月伊達家に帰属した

際に、改めて大倉に五十石の知行を与えられている。しかし、蔵人重忠は天三十九年 (1591)

の葛西・大崎の乱に際して佐沼城の戦いで亡 くなり大倉家は絶えることとなった。このとき、

初代蔵人の弟左馬助は父とともに熊ケ根村関に住み「関氏」と称し、その子半内は伊達家から

百三石を与えられていた。しかし、半内はのちに知行を没収されるがその死後許されて、半内

の子源之丞は寛永二十一年 (1644)二代藩主忠宗のとき、新たに大倉村に六十四石を与えられ

ている。この時に至って関氏は大倉村に屋敷を定めたものと思われる。

次の重次の代に、磐井郡流郷西永井村に五十七石を与えられ、大倉村で開発した新田十二石

を合わせて百三十三石となっている。その後親戚に十石を分与し、重次の子重成のとき、弟義

明に二十石を分地して関家の知行高は百三石となった。「世臣家譜」の記事は、重成以後三代の

ちの定次をもっておわっている。

世臣家譜 とは別に、明治に入 り関庸孝氏が編集した「関氏家譜書」によれば、蔵人重忠は国

分家から八十貫を与えられていたが、その後伊達家に仕え天正十六年 (1588)大倉に五貫文の

土地と熊ケ根に町屋敷四軒を与えられた。また、熊ケ根村に移って関氏を称していた半内は、

伊達家より十八貫文を与えられていたが、その後改易にあい元和七年 (1621)に没した。半内

の子源之丞は寛永二十一年二代藩主忠宗のとき、六貫四百三文を与えられ大倉に移っている。

これより前に大倉切払屋敷にいる半内の妻に対して、「先年さぬまにて討死仕候大倉蔵人居融



＼／

ξ

瑯瀾り／丁
＼＼ざｆ

第21図 下大倉館跡周辺現況平画図 (S=1/2000)
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下大倉館跡関係地籍図 (明治19年 (1886)年頃作成)



せき半内家後二下置候者也」という政宗の御墨印が、元和七年十月にだされている。このこと

から源之丞が熊ケ根村から移住した屋敷とは下大倉館跡ではなく、この切払の元大倉蔵人居屋

敷であつたと思われる。

世臣家譜 と関氏家譜書では細かな点で年号のずれなどがみられるものの、関氏が大倉家に代

わって大倉村に居住するにようになった経緯についてはほぼ同様の内容をもっている。

またこれとは別に、「安永風土記」では「代数有之御百姓」として、「下大倉屋敷 仲兵衛」

との記載がみられ、その先祖は結城備前で元祖は大倉蔵人であるとしている。

関氏家譜書によれば大倉家は、三浦氏、菅沢氏、本多氏の各氏を従えて大倉に家中集落を作っ

ていたものと思われる。大倉蔵人重忠は佐沼出陣の際これらの三氏ともに参陣し、家中ともに

亡 くなっている。家中のうち、菅沢家からはのちに結城家が名を改めて分家しており、これが

安永風上記にみられる「下大倉屋敷 仲兵衛」の先祖 と考えられる。

大倉に移ってからの関家は、その知行地を家中のものに耕作させているが、その後も三浦・

菅沢の両家は代々関家の出納事務にあたっていることを示す資料が残されている。風土記書上

では結城家の仲兵衛の先祖は大倉蔵人であるとしているが、「伊達家世臣家譜」などから考えれ

ば、大倉家ののち関家がその跡を継いで大倉村に入 り伊達家に仕えていることは明らかであり、

家中のひとつであった結城家もまたこの段階で帰農して大倉の地に定着したものと思われる。

結城家は風上記書上に記載されているように、代々伊達家の御竹薮守をつとめ、大倉村の肝入

なども務めている。

近世に入ってから、この下大倉館跡がどのように利用されたのかは明らかではないが、大倉

家が絶えたのちに、熊ケ根村に居住していた関氏が新たに大倉に知行を与えられ移るのは約50

年のちのことであり、一時的に居住地 として利用されていたとしても、風上記書上の書かれた

江戸時代中期には耕作地となっていたと考えられる。

「古人仲兵衛書出   宮城郡大倉村下大倉屋敷御百姓 古人仲兵衛」

下大倉居  一、大倉蔵人

元祖大倉蔵人下大倉居                           `

但正宗公様御代大崎合戦之翻、御供之上佐沼二而打死二被成置候由、先代段々申伝置候儀承居申候

事

二代    備前

但大倉蔵人末流二御座候処、右蔵人落館後百姓二相立備前事次郎工門卜名改仕、大倉村肝入相勤、

元和年中御竿答仕代々下大倉屋敷二住居、大倉蔵人落館後備前代迄之年号月日ハ相知不申候得共、元祖

ハ右之通代々引続申候、依之古館壱ヵ所在之、尤右蔵人武具之類壱品在之代々相譲今以所持罷在候、勿



論右蔵人氏神小倉明神壱社相立五月節旬祭札二仕来り、お神前的討規式地主方二而代々引続今以往古之

通二御座候事

二代    対馬

―前略― 元文式年二月ノ急火二付居宅家財諸帳目録不残焼失仕候故、年号月日ハ相知不申候、対馬

代慶長元年□安永三今年迄年数百八拾年、代々引続下大倉屋敷二住居之御百姓大倉蔵人末流二而、一後

略―

関  氏  系  譜 (伊達家世臣家譜巻十五)

大倉付に百五十石を賜る。

天正十九年、佐沼―揆にお

いて戦死。(大倉家断絶)

(宗重)寛永二十一年、二代忠宗より

大倉村へ六十四石を賜う。

関家、大倉村へ移る。

五郎八姫に仕える。

元和元年蔵人母の屋敷を下賜。

二十石分地。           十石分与。

重成―――=成定―――一下定直――一一定次

関 氏 系 譜 (関氏家譜書)

大倉備中蔵人重賢 く太郎 (重宗)宮城郡木村郷

の合戦で戦死

薇次郎 (左馬之助重定)父重賢とともに熊ケ根村に一一―一半内重能 政宗より十八貫文を

賜るがのちに改易。

元和七年没。

移り、「関氏」を名のる。

国分氏から大倉村に八十貫 天正十六年、新たに大倉 天正十九年

文を賜うがのちに改易され 村に五貫文と熊ケ根村に 佐沼―揆で戦死

る。           町屋敷四軒を賜う。

R三郎 (蔵人重忠)

之丞宗重  寛文二十一年、二代忠宗よリーー=重次―一―=重成―一‐成定一一言定直―一一定次

六貫四百三文を賜る。

承応三年没。

綾    五郎八姫に仕える。

母 とともに大倉蔵人母の屋敷 (切払)

に寄寓、元和七年切払屋敷を下賜。

―――一定成  以下略



地籍図から見た館跡について

現況は水田や畑であり、東側には用水堀が流れているなど原形は失われている。現況図からも

館跡の区割を反映するような地割は認められない (第21図 )。

明治19年 (1886)頃 に作製された地籍図からも館跡の範囲などを看取することはできなかっ

たが、字古館、字空堀、字館下、字塚田、字窪田、字片下 り、字下倉道合などの字名がみられ

る。このうち字古館の範囲が文字どうり館跡の中心であったと思われ、その北側に字空堀、そ

して東側で芋沢村からの旧道が大倉川を渡 りのばりはじめる部分が字館下の区域 となってい

る。また、南側から入 りこむ沢の西側は字塚田、字窪田となっている。

字下倉道合は、前述の下大倉館の西側を通る芋沢村からの旧道と、熊ケ根から大原館を通っ

てくる旧道が一緒になる地点である。 (第22図 )。

14)発見された遺物

下倉地区の各調査 トレンチのうち、血12・ 血14ト レンチ以外から遺物が出土している。出土

した遺物 としては縄文上器・土師器・土師質土器 。陶磁器・石器・石製品がある。

① 土 器 (第23図 )

1・ 2は土師質土器の底部で、このうち 1の底部にはススが付着しており灯明皿 として利用

されていたと思われる。 3～ 8は下大倉館跡の上塁に近接したh10。 血15ト レンチから出上し

た陶磁器類である。
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番号 地  区 層位 種  別 器 種 部 0 産  地 時  期 篤 徴 写真図版番号

土師質土器 底  部 灯明皿、スス付着 写真27

13ト レンチ 上師質土器 底 部 胎土緻密 写真27

10ト レンテ 陶磁器 猪 り鉢 体 部 堤 鉄 釉 写真27

10ト レンチ 陶磁器 体 部 ユ剛 江 戸 花紋 ? 写真27

10ト レンテ 陶磁器 行 平 体 部 相 馬 19C後半 (外 )飛びかんな (内 )灰 釉 写真27

15ト レンチ 陶磁器 碗 体部下半 一剛 江 戸 染付 写真27

陶磁器 体部下半 瀬戸美濃 ? 18C 鉄 和 写真27

陶磁器 口縁部 肥前 ? m3以降 染付・ 口さび有 写真27

第23図 出土遺物・土師質土器陶磁器



3は堤産の招 り鉢の体部で、鉄釉が施されている。 4は肥前産の皿の体部で、花紋が描かれ

ているようである。 5は相馬産の小型行平鍋の体部で、外面には飛びかんなが刻まれ内面には

灰釉が施されている。 6は肥前産の染付碗の体部下半で、高台部分がわずかに残っている。 7

は瀬戸美農産 とおもわれる皿の体部で、鉄釉が施されている。 8は肥前産 とおもわれる染付皿

の口縁部で、口さびが施されている。

出上した陶磁器類はいずれも小片であるが、年代的には18～19世紀代のものであり、下大倉

館跡が機能していたと考えられる年代 とはかなり離れたものである。また土師質土器について

も、その年代を中世まで遡らせることができるかどうかはわからないが、出土した灯明皿につ

いては館内で使われていた可台Z性 も考えられる。

②石 器 (第24図 )

石鏃 2点、箆状石器 1点、石製品 1点が出土

している。 1は砥石と思われる石製品で、両面

が使用されている。 2・ 3は石鏃で、 2は右側

辺の一部を欠いているがゆるく張り出した曲線

的な側辺をもち、基部はわずかに内湾している。

3は尖部を欠いているが細身の比較的大型のも

ので、直線的な側辺をもち有茎で、ともに表裏

全面に二次加工を施している。4は箆状石器で、

二次加工は表裏 ともに側辺を中心 として施さ

れ、ゆるく張り出した曲線的な側辺をもってい

る。

%_‖ 泳
2

→

一

思ざ
導
＼

番号 地  区 層位 器  種 長 (m) 幅 (Ita) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 備 考 写真図版番号

砥石 ? 両面に使用戻 写真36

13ト レンテ 石 鏃 黒曜石 写真37

15ト レンチ 石 鉄 頁 岩 写真37

15ト レンチ 箆状石器 頁 岩 写真97

第24図 出土遺物・石器



V 第二次i調査 (平成二年度一大原地区)

1.調査の方法 と経過

三年度は整備事業計画の施工に合わせて、大原地区北半部に所在する大原新田遺跡 。大貫遺

跡 。東沢目遺跡の 3遺跡を対象として調査を実施した。調査 トレンチは幅 3mを基本 とし、周

知の遺跡については、遺跡範囲及び性格を探ることを目的に任意にトレンチを設定した。その

ほかの地点については用排水路、切 り上施二部分を中心に、血 1～血24ト レンチまでの24本の

トレンチを設定し調査に入った (第25図 )。

その結果、周知の 3遺跡以外に新たに確認された遺跡はなく、遺構 。遺物の検出された調査

地点については、協議のうえ地下遺構を破壊することのないよう設計変更を行っている。

また、元年度に調査を実施した下大倉館跡 。大原館跡について、委託測量調査を実施し、遺

構平面図を作成している。

各調査 トレンチにおける調査成果については表 4にかかげている。

2.調査区基本層序

今回の調査対象地点は開田による影響が大きく、とくに道路東側の一段低位 となる水田部分

は開田によって地形が改変されており、わずかに道路沿いとその東側の部分に旧地形が認めら

れる程度であつた。そのため、各 トレンチごとに層序が異なっている状況であった (第26図 )。

表4 遺跡範囲確認調査成果一覧 (大原地区 。2次調査)

トレンチNo (m)調査面積 (m2) 検 出 遺 構 出 土 遺 物

血 1ト レンチ

No 2ト レンチ

No 3ト レンチ

No 4ト レンチ

No 5ト レンチ

No 6ト レンチ

No 7ト レンチ

No 8ト レンチ

No 9ト レンチ

No10ト レンチ

Nollト レンチ

No12ト レンチ

No13ト レンチ

No14ト レンチ

No15ト レンチ

No16ト レンチ

No17ト レンチ

No18ト レンチ

No19ト レンチ

No20ト レンチ

No21ト レンチ

No22ト レンチ

No23ト レンチ

No24ト レンチ

3× 12

3× 9

3× 9

3× 9

3× 12

3× 12

3× 12

3× 9

3× 9

3× 12

3× 9

3× 12

3× 9

3× 9

3× 12

3× 9

3× 9

3× 12

3× 9

3× 6

3× 12

3× 15

3× 6

3× 6

36

27

27

27

36

36

36

27

27

36

27

36

27

27

36

27

27

36

27

18

36

45

18

18

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遵構なし

遺構なし

ピット群 (近世以降)

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺物包合層

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遺構なし

遵構なし

遺構なし

上坑1基

出土遺物なし

出土遺物なし

縄文土器

出土遺物なし

出上遺物なし

縄文土器

出土遺物なし

出土遺物なし

出土遺物なし

出上遺物なし

出土遺物なし

出土遺物なし

出上遺物なし

出土遺物なし

出上遺物なし

縄文土器 (中期)

出土遺物なし

出土遺物なし

出上遺物なし

出土遺物なし

縄文土器・土師器

縄文土器

出土遺物なし

縄文土器
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第25図 大原地区遺跡範囲確認調査 トレンチ配置図
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表5  各調査 トレンチ柱状模式図土層注記表 (第26図 )

トレンチ名 上      色 憾     考 トレンチ名 ■      色 駆 備     考

駄 BMI 下層に開ヒ鉄集嶺層 駄 BuF■

10YR3/1黒 経 色 3層■お競る、整期唇 劇画面

OYR6お 費 褐 色 墜よ田ulr■

10YRttЪ 癌 じる

10YR3′ 1黒 福 色 IOYRS′ 6責 襦 色

3 辮 」膏

h8ト レンテ 現水日耕作土 S-1的 IOYRSお 責 褐 色

1,VRSG明 資器色 ЮYR削が混る、整臨 10YR3/1黒 褐 色 離混じ,、 10YR5/6が混じる

10YRVl黒  褐 も OS2酌 10YR5お 湖る、整則冒 確 層 面

19YRS G資  褐 色 10YR3/2黒 褐 色

ユ水田41t■ 刊雷に酸化嵌摸劇雷 10YRSr4・ 10Y R3′ 2ブロック層

遺物包含層

10YRVt責  褐 色 10Y R2/2が 若干毘る

現泳日薪作上 下層に酸化鉄築側膏 操 層 面

1lYRyI黒  褐 色 0～5的 10YRγ 2黒  褐 色

10YR2,2累 褐 色 18YR4ア 3にぶ↓瑣鵜8 瞬鵠昆,

10YRy2黒  再 色 〕 瞭 層 面

10YRSIC費 襦 色 鞭 10～ 15m

ЮYR3れ 黒 色 際温り層 10YR″ 2黒  褐 色

18YR5′ G費  褐 色 とlL・ Eヽ可2り

H7ト レンチ 10YR3/1黒 穏 色 SW的

2 10YR3/1黒 縄 色 OYRSお鵡 る、整畑冒 10YR2′ 2黒  穏 色

iOYRS,G責 轟 色 S-26 填J丑 り、翻 画 ] 10YR5/6責 縄

10YR5お 費 編 色 10YR3,2黒 格 色
t8ト レンテ 現水田34■ 刊膏に副爛 雷 10YRう イ6費 襦 色

10Y R3'1黒  褐 色 OYRSIG劇昆る、整JU膏 礫 層 面

色 10YR3′ 2黒 褐 色

tOYR2′ 2・ IOYR4′ 3ブ llッ ク層

18YRVI黒  褐 色 3 10YR4/aが混る、確混,

9 10YR2Jrl黒    色 B‐2的 10YRSIn蛯汗場る 10YR3/1'10YRS/3ア ロック

10YR511に ぶい費褐も 1,YR″ I避守輻る 確 層 画

10YRy`責  褐 色 h22ト レンチ 10YR2/3具 褐 色 1的 雁

脚 urt ЮYR9/2黒 召 5-l蒟

1,Y R5′

`と

10YRylブロック層 10YR2/1黒    色

マンガン斑五郎囲赴子混 礫 層 面

血 1～血 8・ 血10ト レンチでは、現水田耕作上の下層に開田作業の際に撹乱された土壌が

50～80cm程度あり、その下は礫層となっている。

血 9。 血11・ 血12ト レンチでは、50～ 100cm程 の黒褐色シル ト層 (客土層)があり、その下の

地山面が遺構確認面 となっている。血13～血 15。 血17～血19ト レンチでは、現水田耕作土の下

層が礫層面となっている。

h16ト レンチでは、畑耕作上の下層に遺物包含層が検出されている。

No22～血24ト レンチでは、50～ 100cln程 の黒褐色シル ト層 (客土層)があり、その下の地山面

が遺構確認面 となっている。

3.発見された遺浦 と遺物

調査の結果、大貫遺跡の地点では、血16ト レンチにおいて縄文時代中期後葉を中心とする遺

物包含層が検出されたほか、血24ト レンチでは土坑 1基が検出された。遺物 としては血21・

血22・ h24ト レンチで縄文土器が出土している。

大原新田遺跡の地点では、 トレンチからの遺物出土はなかったが、縄文土器・土師器が表採

されたほか、血 9ト レンチで近世以降のものと思われるピット群が検出されている。



十 X=-18939439
Y=-1141640

土層注記表

第27図 No 24ト レンチ平面図及び北壁セクション図

(1)発見 された遺構

① 遺物包含層 (配16ト レンチー第26図 )

調査対象区北東側の配16ト レンチで遺物包含層が検出された。包含層は層厚15～20cm程度で

あり、トレンチ南側で倒木痕の影響を受けていた。出上した遺物は土器片がほとんどで、縄文

時代中期後葉のものを主体としている。

② 上 坑 (血24ト レンチー第27図 )

血24ト ンンチの北壁にかかって土瓦の一部を検出した。北半部が調査区外となっているが、

長軸約150cmの ほぼ円形を呈すると思われる。深さは約30cmで、底面はほぼ平坦である。埋土中

から遺物は出土しなかったが、No24ト レンチからは羽状縄文系の上器が出上しており、この上

坑の時期についても同時期のものと考えられる。

レ)発見された遺物

① 土 器

第28図 1～ 4・ 7・ 8は、結束のない羽状縄文が施文されている土器群である。11は深鉢の

頸部で、日縁部が無文 となり斜縄文が施されている。 6は、日唇部及びその側面に細い刻み目

が入れられその下に撚糸の押圧による文様が施されている。12は 、細い沈線によって「U」 状

文が施されている。

第28図 14・ 15、 第29図 1～ 4・ 6、 第30図 5・ 6は 口縁部資料で、胴上部でくびれ日縁部が内湾

すると思われる土器群である。いずれも渦巻隆線文や隆沈線による横位精円区画文によって構

層序 土    色 上 質 層厚 備   考 層序 土   色 上  質 層 厚 備    考

基本層 iOY R3/2黒 褐色 若干小礫混り 土坑埋上 10Y R2/2黒 褐 色 10Y R3/4カ 言混る

iOY R3/1黒 褐色 28～35cm 10Y R2/2黒 褐色 10Y R4/4が 湧る

10Y R4/4褐   色

10Y R5/6黄 褐 色 粘質シルト 地山・ 礫混 り
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番号 地  区 層位 部位 分 類 文 様 特 徴 傭 考 写真図版番号

表 土 体 部 A-la菊 RL・ LR縄文 による結束のない羽状縄文

2層 体 部 RL・ LR縄文による結束のない羽状縄文 血 4・ 7・ 8と 同一個体

23ト レンテ 2層 体 部 A-la菊 RL・ LR縄文による結束のない羽状縄文

23ト レンテ 2層 体 部 A-la鶉 RL・ LR縄文による結束のない羽状縄文 7・ 8と 同一個体

2 層 体 部 A-1類 R鴎 文

つ3ト レンチ 2層 口綿 A-1類 口唇部に刻 目・撚糸圧痕 繊維混入

23ト レンチ 2層 体 部 A-la菊 RL・ LR縄文による羽状縄文 (菱形文 ) 4・ 8と 同一個体

23ト レンチ 2 層 体 部 A-la菊 RL・ LR縄支 による結束のない羽状縄文 No 2・ 4・ 7と 同一個体

2 層 体 部 A-2b菊 隆線上に瓜形の刻み目が入 る 一部表面剣落

21ト レンテ つ 層 体 部 B― 類 LR電文

21ト レンテ 2層 頸 部 A-5a菊 口縁部無文・RLlq文

表  採 体 部 A-2b菊 巾せまい「U」 争伏の区画沈線 28-12

棄  主 体 部 8-類 LR縄文

16ト レンテ 3層 口綿 A-4a索 渦巻隆線文、楕円隆線文R鴎 文充榎

16ト レンテ 3層 口 縁 部 A-4a茶 渦巻隆線文

第28図 出土遺物・土器 (1)
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番号 地  区 層位 部 位 分 類 文 様 特 徴 備 考 写真図版番号

3層下 口綿 渦巻隆 (楼)沈線・精日区画文・LR縄文 ミガキ 血 6と 同一個体

3層 口縁部 渦巻隆 (稜)沈線・精円区画文

口縁部 渦巻陸 (稜)沈線文

3層 口翻 A-4a菊 渦巻隆 (稜)沈線文

レンテ 表  土 体 部 A-4b菊 渦巻隆 (稜)沈線文 No 9と 同一個体

レンチ 3層下 口縁部 A-4a菊 渦巻隆 (稜)沈線・楕日区画文・ LR縄文 ミガキ 血 1と 同一個体

2 層 口翻 渦巻隆 (稜)沈線文 30-7

3 層 体  部 渦巻隆 (稜)沈線・楕円区画文・LR縄文

3 層 体  部 渦巻隆沈線文・ 区画沈線・RL縄文 � Sと 同一個体 30-9

表  ■ 体 部 A-3類 隆沈線区画・ R聰 文

3層下 体 部 A-3類 隆沈線区画・ LR縄文

ンンチ 3層下 体 部 A-3類 隆沈線区画・ RL縄文

レンチ 3 層 体 部 A-3類 隆沈線区画・ R聰 文

3 層 体  部 A-3類 隆沈線区画・ RL縄文 30-14

第29図 出土遺物・土器 12)
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番号 地 区 層位 部 位 分 類 文 様 特 徴 傭 考 写真図版番号

16ト レンテ 8層下 体 部 頬 隆沈線区画・ 囃 31-1

16ト レンテ 3層下 隆沈線区画・ R聴
16ト レンテ 3層下 体 部 沈線区画 (沈線関隆 (稜)線化) 31-0

3層 体 部 隆沈線区画・ LR縄文

16ト レンチ 3層下 口鰤 隆沈線・楕円区画文 31-5

16ト レンテ 3層 口縁部 A― 隆沈線槽円区画文・L臨文

16ト レンチ 2層 体 部 曖 RLR藤臣鷲 31-7

16ト レンテ 8層下 体 部 成 (隆)沈線区画・ RLR縄文

9 16ト レンチ 3層下 体 部 沈線区画・LR縄文

16ト レンテ 3層 体 部 沈線区画・ R鴎文 31-10

16ト レンチ 2 層 体 部 沈線区画

16ト レンチ 3層下 体 部 b要 隆沈線区画・R囃 31-12

16ト レンチ 3層下 体 部 b据 隆沈線区画・ R聴 表面カーボン付着

16ト レンチ 表 土 体 部 萌 沈線区画・囃 31-14

16ト レンチ 3層下 体 部 顔 隆沈線区画・RL韓
16ト レンチ 3層下 体 部 沈線区画・無節L 31-16

3層 体 部 沈線区画・R囃 32-17

16ト レンチ 3 層 体 部 沈線区画・ L轍

16ト レンチ 3層下 体 部 沈線区画・ RLR4E文

16ト レンチ 3層下 体 部 類 隆沈線区画・ R囃 文 諺-20

第30図 出土遺物・土器 (3)
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番号 地  区 層位 部 位 分 類 文 様 特 徴 備 考 写真図版番号
3層下 体 部 区画沈隆線・ RLIB文

チ 3層 体 部 区画沈線 。LR縄文

3層 体 部 A-4b葵 区画沈線・無節L 38-3
3層下 体 部 A-4b頚 区画沈線・無節L 33-4
2層 体 部 A-5b痴 区画沈線・ LR縄�

2層 体  部 A-4b菊 区画沈線・L聰 33-6
16ト ンンテ 3層 体 部 区画沈線・ R聰 文

チ 2層 体 部 区画沈線・ RL購 文 33-3
3層 体 部 区画沈線・ R喚 文・刺突文

3層 体 部 区画沈線・ RLfIB文・沈線間に剰突文

3層下 体 部 A-4b焚 区画沈線・ 螂 文 33-■
3層 下 体 部 A-5b茶 区画沈線・ RLR縄文

体 部 A-4b萎 区画沈線・RL縄文 33-13
3層下 体  部 A-4b索 区画沈線・無節L
3層下 体 部 区画沈線・ R囃 文 33-15

ンテ 3層下 体 部 LR縄文・ 沈線文

3 層 口 縁 部 A-4a菊 隆沈線楕円区画文 33-17
3層 口縁部 A-5aカ 区画沈線・ LR鴎 文

19 3層下 口縁部 区画沈線・LR縄文 33-19
3 層 口翻 A-5つ 区画沈線・ LR縄文 33-?0

第31図 出土遺物・土器い
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番 号 地  区 層位 部世 分 類 様 特 働 備 写真図脹番弓

16ト レンテ 3層下 口縁部 A-5a菊 区画沈線・ LR縄文

16ト レンテ 2層 日縁部 A-5渤 口縁部無文・R囃文

3 16ト レンチ 表 土 口縁部 口縁部無文・区画沈線

16ト レンチ 3層下 口鰯 口縁部無文 。駅 縄文

口縁部 A-5a菊 口縁部無文・ LR縄文

3層 口縁部 A-5a痴 区画沈線・ LRC文 35-6

16ト レンチ 3層下 口縁部 A-6a菱 平行沈線

16ト レンチ 3層下 体 部 区画沈線・RL縄文

16ト レンチ 表 土 体 部 区画沈線・無節L

16ト レンチ 3層 体  部 区画沈線

3層 体  部 A-5b芙 区画沈線・無節L 35-11

16ト レンテ 3層 体 都 A-5醸 区画沈線・無節L

16ト レンチ 3層 体 部 A-5b茶 区画沈線・束」突文・ LR縄文 35-13

16ト レンチ 3層下 体 部 A-5b茶 区画沈線・RL縄文

16ト レンチ 2層 体 部 区画沈線・無節L

16ト レンテ 3 層 体 部 区画沈線・R聰文

3層下 体  部 区画沈線・ LRlll文

3層下 体 部 区画沈線・無節L 35-18

16ト レンテ 3層 体 部 区画沈線・R聴
16ト レンテ 3 層 体 部 A-5b攻 区画沈線・ RLR縄文 35-20

16ト レンテ 表 土 体 部 A-5b秦 区画沈線・ 無節L

第32図 出土遺物・土器 15)
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第33図 出土遺物・土器 (6)

ヽ

Cm

1

番号 地  区 層位 部位 分 類 文    様 特    徴 備     考 写真図版番号
表  土 底 部 B類 LR簸
2層下 体 部 B類 R囃 文

2層下 体 部 B類 LR縄文 35-3
16ト レンテ ワ 層 体 部 B類 RL預陛文

16ト レンチ 2層下 体 部 B類 RL藤&文 35-5
16ト レンチ 2層 体 部 B頬 R鴎 文

16ト レンチ 2層下 体  部 B類 RL縄文

番号 地  区 層位 器 種 長 (ma) 幅 (tta) 厚 (a Hl) 重量 (g) 石 材 備     考 写真図版番号

ユ 16ト レンチ 2層 石     鉱 5 11 買 岩 写真37

2 16ト レンチ 2層下 石     匙 頁 岩 写真37

3 16ト レンチ 2層 剣     片 20 2 頁 岩 写真37

第34図 出土遺物・石器 (1)



成される口縁部文様帯を有している。横位精円区画文内には縄文が充填されている。第29図 5・

7～ 9は体部資料で、同様に渦巻隆線文や隆沈線による楕円区画文になるものと思われる。

第29図 10～ 14、 第30図 1～ 4・ 8・ 12・ 13・ 20は、隆沈線によって文様が施される土器群で

ある。断片的なため全体の文様構成は明らかではないが、 2本隆線 3本沈線の構成によって文

様が施文されている。

第30図 9～ 19、 第31図 1～ 16、 第32図13は、沈線によって文様が施された土器群の体部資料

である。いずれも沈線にって「∩」状文もしくは楕円文が施され、区画内には縄文が充填され

るものである。なかには、第31図 9、 第32図 13の ように刺突が充填されるものもある。

0                            111Cm

番号 地  区 層位 器 種 長 (lda) 幅 (II) 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 写真図脹番号

1 16ト レンチ 2 層 す  り  石 磨→片面 写真37

2 16ト レンテ 2層下 凹 石 560 凹→片面 写真37

3 16ト レンチ 2層 石凹 凹→片面 写真37

第35図 出上遺物・石器 12)



第31図 17～ 20、 第32図 1～ 7は、日縁部資料で、胴上部でくびれ回縁部が内湾すると思われ

る土器群である。いずれも沈線によって「∩」状文もしくは楕円文が施され、区画内には縄文

が充填されている。第32図 8～ 12・ 14～21も 、同様に沈線によって「∩」状文もしくは精円文

が施され区画内には縄文が充填され、区画外は幅の広い磨消縄文 となっている。

第33図 1～ 7は、いずれも地文のみの上器群である。 1が底部資料である以外はいずれも体

部の破片資料であるが、地文にはRL・ LR縄文がある。

今回の調査で出上した縄文土器の年代について、A-1類 としたものは、羽状縄文を特徴と

しており、大木 1～ 2式に比定される土器群である。またA-3類 としたものは、隆沈線によ

る渦巻文 と楕円区画文による日縁文様帯と、体部には 2本隆線 3本沈線の構成によって文様が

施文されるものを特徴 としており、大木 8b式に比定される土器群である。No16ト ンンチの遺

物包含層から出上した土器のうち、A-4類 としたものは大木 9式の古い段階、A-5類 とし

たものは大木 9式の新しい段階の上器群にそれぞれ比定されるものと思われる。

② 石 器 (第34図・第35図 )

石鏃 1点、石匙 1点、剣片素材 1点、礫石器 2点が出土している。

第33図 1は有茎の石鏃で、二次加工が全面に及んでいる。 2は二縁辺構成の石匙で、片面の

両側辺にのみ二次加工が施されて刃部が作 り出されている。劉片の末端につまみが作 り出され

ているが、下端には素材 となった剣片の打撃面が残っている。

第34図の礫石器のうち、 1は磨石で片面にのみ磨面をもっている。 2・ 3は凹石の可能性の

あるもので、それぞれ片面に浅い凹部をもつが明確な使用痕跡は認められない。



めVI

1.今回、遺跡範囲確認調査を実施した青葉区大倉地区は、大倉川の形成した河岸段丘上に位

置している。

2。 今回の調査では、中世の館跡の一部を調査することができたほか、縄文時代前期・ 中期及

び近世の遺構・遺物が発見されている。

3.縄文時代の遺構 としては土坑や遺物包含層がある。遺物 としては土器・石器が出上してお

り、遺物包含層からの遺物は中期後葉の大木 9式期のものを中心としている。また、土坑の

検出された トレンチからの遺物は前期初頭の大木 1～ 2式期のものであり、土坑からの遺物

の出土はなかったが同時期のものと思われる。

4.中世以降のものとして、大原館跡及び下大倉館跡の調査を行った。今回は館跡内部の調査

は実施していないものの、現状で確認されていた遺構を含む調査を実施し館跡の構造の一部

を探ることができた。大原館跡の館主については不明であるが、下大倉館跡の館主について

は、文献などから大倉氏 (のちの関氏)と 考えられる。

住)大原館跡の調査からは館跡の機能していた時期を示すような遺物はなかったが、現状で

確認されていた土塁の外側にさらに二重に土塁 と堀を巡らせた構造をもっていたことが確

認された。

9)下大倉館跡の調査からも館跡の機能していた時期を示すような遺物はなかったが、現状

で確認されていた土塁の外側に大規模な堀が巡 らされていることが確認された。

5。 近世以降のものとしては水田跡・ ピット群があり、その外に時期不明のものとして濤状遺

構がある。

6。 今回の調査はあくまでも遺跡の性格と範囲を確定し、土地改良事業の実施にあたって遺跡

を保存するための協議資料を得ることを目的として実施しており、今回明らかになったこと

は当地域の様相の一端を示すものにすぎない。



引用参考文献

宮城町誌  「本編」 (1969)

宮城町誌  「本編」 (改訂版)(1988)

宮城町誌  「資料編」 (1967)

紫桃正隆  「仙台領内古城・館」第二巻 (1973)

平 重道  「仙台藩における一在郷武士の生活形態一国分荘大倉村関家の研究―」

東北福祉短期大学論叢第二巻 (1961)

仙台叢書続巻  「伊達家世臣家譜」巻十一、巻十二、巻十五 (1987)

丹羽 茂  「大木式上器」縄文文化の研究 4 雄山閣 (1981)

吉岡恭平 。工藤信一郎「宮城県仙台市野川遺跡の調査」考古学ジャーナル349(1992)

宮城町文化財調査報告書第 3集  「御殿館跡」 (1981)

宮城町文化財調査報告書第 5集  「宮城町の文化財」 (1986)

仙台市文化財調査報告書第100集  「山田上ノ台遺跡」 (1987)

宮城県文化財調査報告書第66集  「歴史の道調査報告書―関山越最上街道―」 (1980)

宮城県文化財調査報告書第102集  「柳津館山館跡」 (1984)

宮城県文化財調査報告書第107集  「/Jヽ梁川東遺跡」 (1985)

宮城県文化財調査報告書第126集  「大梁川遺跡・小梁川遺跡」 (1988)

宮城県文化財調査報告書第146集  「下草古城跡」 (1992)

宮城県文化財調査報告書第154集  「下車古城跡」 (1993)



写 真 図 版



写真 1 大原地区航空写真 (1956年 撮影)



下倉地区航空写真 (1956年撮影)
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写真 3

大原地区 (1次調査 )

No lト レンチ

SDl完掘状況

写真 4

大原地区(1次調査 )

No lト レンチ

SDlセ クション

写真 5

大原館跡遠景及び定義道旧

道 (南西側、熊ケ根から)



写真 6

大原館跡

No 4ト レンチ (北側から)

写真 7

大原館跡

土塁 SLl・ 堀 SDユ

写真 8

大原館跡

堀 SDlセ クション
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写真 9

下倉地区 (1次調査 )

No 10ト レンチ・溝跡

写真10

下倉地区(1次調査)

No■ トレンチ・溝跡

写真 11

下大倉館跡遠景

ll i

をil、|.

(封し恨Jか ら)



写真12

下大倉館跡
No.15ト レンチ

堀跡検出状況

(北側から)

写真13

下大倉館跡

Nα lト レンチ・堀跡

(西側から)



写真 15

大原地区 (2次調査 )

No 5ト レンチ (西側から)

写真 16

大原地区 (2次調査 )

Nα 9ト レンチ (北TRIか ら)

写真 17

大原地区 (2次調査 )

No22ト レンチ・

溝状遺構検出状況

(北イ則から)
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写真 18

大原地区(2次調査 )

Nα22ト レンチ 。

溝状遺構半切状況

(東側から)

写真19

大原地区(2次調査)

No 16ト レンチ包含層完堀後

写真20

大原地区 (2次調査 )

No 16ト レンチ西壁

セクション
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写真21

大原地区 (2次調査)

No1 5ト レンチ (東側から)

写真22

大原地区 (2次調査)

No24ト レンチ (西側から)

写真23

大原地区 (2次調査)

No24ト レンチ・土坑

惑 |
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籍

　

一下

“
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写真24大原地区 (1次調査)出土土器 (第 11図 )

艶 8

大原地区(1次調査)出土土器 (第 12図 1～ 9)
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写真27

暉

土土器 (

下倉地区(1次調査)出土遺物 (第23図 1～ 8)
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写真28 大原地区(2次調査)出土土器 (第28図 )

躍
i

４　
　
敦 大原地区(2次調査)出土土器 (第29図 1～ 6)



13

大原地区(2次調査)出土土器 (第29図 7～ 14)

写真31 大原地区 (2次調査)出土土器 (第30図 1～ 16)



写真32 大原地区 (2次調査)出土土器 (第30図 17～ 20)
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写真33 大原地区(2次調査)出土土器 (第31図 )



写真34 大原地区(2次調査)出土土器 (第32図 )
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写真35 大原地区(2次調査)出土土器 (第33図 )
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写真36 1次調査出土石器 (第 13図・ 24図 1)
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1次調査出土石器 (第24図 2～ 4)

2次調査出土石器 (第34図 。第35図 )
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